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研究成果の概要（和文）：「古代地方官衙における地域間交流の研究」をテーマとして、日本古代の律令国家が中央集
権的統治のため地方に設けた国府（国衙）・郡家（郡衙）などの役所に注目し、それら役所が様々な機能を果たす中で
、他地域との間に盛んな交流を展開した姿を、具体的事例に則しつつ明らかにした。国府では出雲国府・武蔵国府など
、郡家では東国の上野国佐位郡家・新田郡家・多胡郡家、武蔵国橘樹郡家・幡羅郡家、下野国河内郡家、相模国高座郡
家などの事例を検討した。その結果、前代以来の王権と地方豪族との人的な結びつき、渡来人との結びつき、漢字文化
・仏教・寺院の受容や、隣接諸地域との多様な政治・経済・文化的交流の諸様相を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：I studied on Local Governments of Ancient Japan from 7th till 10th century. Local 
Governments offices under the Ancient State of Japan were composed of Provincial Offices (Presently 
Prefecture Offices) and County offices. Provincial Office was a key vase of the provincial governor sent 
from the Imperial Court in the ancient capital. County offices was key vase of the director of county who 
was appointed from a powerful regional clan　by the Imperial Court.
Provincial Office and County Office were composed of various facilities which fulfilled various 
functions. These functions consist of govern, public, financial, religion, industrial and traffic 
function.
Local Governments under the Ancient State of Japan also carried out various exchange with the Imperial 
Court and other Local Governments. The certain evidences of the exchange between the ancient Local 
Governments are historical sites and Remains from excavations of ancient Local Government Offices.
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１．研究開始当初の背景 
日本古代の地方官衙遺跡は、国府や郡

家の遺跡について、発掘調査による発見

と解明が相次いでおり、そこから出土す

る木簡や墨書土器・文字瓦などの出土文

字資料によって、古代地方行政の実像が

検証できるようになってきた。 

  古代日本列島において地方官衙が果た

した公共的、財政的、宗教的、文書行政

的、給食的、手工業生産的、交通的など

にわたる多様な機能の実像が明らかにな

り、また地方官衙遺跡の施設群のあり方

を通して、多様な機能を担った政庁、実

務官衙（「曹司」）、正倉院や厨などの諸施

設の解明によって、日本古代国家の地方

支配の特質が浮かびあがってきている。

これまでに地方官衙遺跡の分析を通して、

一定の見通しを得た（『古代地方官衙と社

会』山川出版社、二○○七年）が、その

後も各地の地方官衙遺跡群が明らかにな

り、木簡などの出土文字資料も増大した

ことを受けて、今回は中央政府と地方官

衙間の交流、地方官衙間相互の交流さら

に対外的交流といった地域間交流に注目

して、史料・遺跡・遺物などから列島各

地域での交流の様相を明らかにしたい。

その際、地方官衙遺跡の諸施設とそれが

果たした多様な機能との結びつきを明ら

かにし、将来の地方官衙遺跡発掘調査に

示唆を与えたい。さらに、地方官衙とそ

の地域社会との関係や、十世紀以降への

地方官衙の変貌についても、展望したい。 

  また、古代の中国や朝鮮半島における

地方官衙のあり方をも検討し、律令制や

地方官衙が受容される際に諸地域でどの

ような特性があるか、日本列島における

地方行政組織の特徴を、複眼的に解明し

たい。 
 
２．研究の目的 
古代地方官衙における地域間交流の研究。  

日本古代国家の中央集権的支配のために、

国府や郡家といった地方官衙が営まれ、統

治の諸面で在地社会において多様な機能を

発揮した。その機能は多様であり、中央と

地方、地方相互、そして対外関係など多く

のレベルでの地域間交流を展開させている。

史料や遺跡・遺物など多様な歴史資料に、

そうした地域間交流の痕跡が残されており、

その調査・研究により、時代的・地域的特

性や古代国家の構造的特質を解明したい。 
 
３．研究の方法 
まず、日本列島における地方官衙遺跡の

展開について、最近の各地の遺跡の調査事

例と、木簡などの出土文字資料の集成的検

討を行い、列島各地域における地方官衙受

容の様相を明らかにしたい。その際、遺跡・

遺物にみられる地方統治の構造と特徴を地

域社会との関係から把握するとともに、受

容の際の地域的な特性を明らかにする。 

一方、韓国において百済の扶余・公州、

新羅の慶州などの都城遺跡とその周辺から

官衙遺跡が検出されており、出土した木簡

の分析から、古代朝鮮半島諸国における地

方統治の特性を明らかにする。さらに、韓

国で展開しつつある木簡・金石文などの出

土文字史料研究の現状を、把握したい。中

国についても、地方官衙遺跡や、出土した

漢代の辺境支配のための木簡（簡牘）や造

像銘・石碑・墓誌・瓦セン銘などの金石文

を検討したい。こうして、古代地方官衙を

通して、大陸・朝鮮半島・日本列島の国家

的中央集権性について、比較研究する。そ

れらを総合し、古代東アジアにおける地方

官衙の全体像と地域的特性を明らかにする。 

 

４．研究成果 

「古代地方官衙における地域間交流の研

究」をテーマとした本研究では、古代地方

官衙に関連する史資料や発掘調査成果など

の情報収集を進めた。とくに古代東国を中



心とした律令国家期の地方官衙の郡家（郡

衙）をめぐって、律令国家と地方官衙との

関係をはじめとして、七世紀以前にさかの

ぼるヤマト王権時代の王権と地方豪族との

関係、東アジア（渡来人をふくむ）や他地

域との交流の実像、陸上・水上交通とのリ

ンク、仏教・神祇信仰の受容、漢字文化の

受容などの諸面にわたって、これまでの調

査・研究をとりまとめる研究を進めた。ま

た国府についても、出雲・武蔵・美作など

の国府・国分寺をめぐる交流史の事例分析

を行うとともに、国府（国衙）における地

域間交流の実態や、中央からの派遣官国司

と在地の郡司たち地方豪族との関係につい

て、考察を進めた。 

 本研究によって、古代日本列島において、

地方官衙を核とした諸地域間の多元的な交

流の盛んな展開の実像が見えてきたといえ

よう。もと国造や屯倉管理者などとして伝

統的な地域支配権を継承してきた郡司たち

地方豪族は、こうした開かれた交流を進め

る中で律令国家の地方行政体系の中に自ら

を位置づけたのであり、こうした郡司たち

を地方官として取り込むことによって律令

国家は中央集権的な国家体制を形作ること

ができたことを明示し得たと考える。 
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